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東北育種場　育種課　中田　了五

　東北育種基本区での林木育種事業による平成１６年度
新開発品種として，マツノザイセンチュウ抵抗性のアカ
マツ３品種，クロマツ６品種が先ごろ決定されました
（下表を参照）。
　これらの開発品種は東北地方等マツノザイセンチュ
ウ抵抗性育種事業により，東北育種場と東北育種基本区
（マツノザイセンチュウ抵抗性育種に関しては，福島県
を含む。以下同じ。）の各県が共同して行った被害林分
からの抵抗性候補木の選抜と二度にわたるマツノザイ
センチュウ接種検定の成果です。今回の決定によって，
東北育種基本区では，はじめてクロマツのマツノザイセ
ンチュウ抵抗性品種が開発されました。
　平成１３年度から１５年度にかけて開発された品種とあ
わせて，東北育種基本区から選抜されたマツノザイセン
チュウ抵抗性品種は，アカマツ２３品種，クロマツ６品種
となりました。
　東北地方等マツノザイセンチュウ抵抗性育種事業は

平成４年度から開始されましたが，事業開始から１２年経
過してようやく二次検定の成果が具体的に出始めたと
いえるでしょう。この間，東北育種基本区ではマツノザ
イセンチュウによる松枯れ被害が拡大し，事業開始時に
はほとんど被害の認められなかった地域でも激甚な被
害が発生しています。平成１６年度の開発品種は平成１５年
度の二次検定の結果決定されたものですが，平成１６年度
以降も引き続き二次検定を実施しますので，徐々に抵抗
性品種数も増えて行くと考えられます。
　東北育種場ではマツノザイセンチュウ抵抗性品種の
開発について，一次検定合格木に対する二次検定の実施
に重点的に取り組むとともに，多くの需要がありながら
平均的な抵抗性レベルがアカマツに比べて低く，抵抗性
品種の開発が難しいと考えられるクロマツでの抵抗性
品種の開発効率の向上を目指した研究などを推進して
行く予定です。
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一次検定実施機関一次検定合格年度選抜年度品　種　名　称

新潟県
東北育種場

平成９年度
平成１０年度

精英樹マツノザイセンチュウ抵抗性　アカマツ精英樹　北蒲原３号

岩手県平成９年度平成６年度マツノザイセンチュウ抵抗性　岩手（北上）アカマツ５号
新潟県平成１０年度平成７年度マツノザイセンチュウ抵抗性　新潟（新潟）アカマツ１３０号
宮城県平成９年度平成６年度マツノザイセンチュウ抵抗性　宮城（鳴瀬）クロマツ３９号
宮城県平成１０年度平成７年度マツノザイセンチュウ抵抗性　宮城（鳴瀬）クロマツ７２号
宮城県平成９年度平成６年度マツノザイセンチュウ抵抗性　宮城（亘理）クロマツ５６号
宮城県平成１０年度平成７年度マツノザイセンチュウ抵抗性　宮城（山元）クロマツ８２号
宮城県平成１０年度平成７年度マツノザイセンチュウ抵抗性　宮城（山元）クロマツ８４号
宮城県平成１０年度平成７年度マツノザイセンチュウ抵抗性　宮城（山元）クロマツ９０号
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１　はじめに

私は，秋田市の中心部より南に１５��，日本海より

東に４��に位置する山間の小さな集落に住み，

１２０��の森林を所有して「わがままな森林経営」を

行っております。

祖父・父が，良質大径木として育ててくれた秋田

スギも，１９９１年９月の１９号台風で殆ど被害を受け，

どうにか残った高樹齢の木々たちにも傷跡が残り，

甚大な被害を受けました。一時は，天災なのだから

と自分に言い聞かせ，あきらめの気持ちもありまし

たが，「なぜ，どうして」と思いながら，時間をかけ

て倒れた木々の中を歩き，考えておりましたが，そ

のうち，木々たちの声らしきものを聞くことができ

ました。

それはまるで，「あきらめないで助けてね」とか，

「天災ではないよ。」，「伐採できる林齢のものを伐採

してくれていたのなら，こんな姿にならずに喜ばれ

て使われていたのに。」と言っているようです。

しかし，私の考えは，自然の力（天災）５０％，経営

の甘さと育林・管理の考え方（人災）５０％が，こういっ

た被害につながったとみるのが正しいであろうと

思っております。

その反省のうえで，森の声を聞き，木々たちが一

生懸命生きている姿を少しでも感じ取れるような森

づくりと，その森と共に生きる森林経営者となろう

と決意のスタート台に立ったのです。

その後，厳しい厳しい経営のなかですが，育林・

管理に工夫をこらし木々たちの力を十分生かせる環

境づくりを重点に，森が生きているゆっくりとした

時間サイクルに合わせた「にぎやかな森づくり」を

目指し，今日にいたっております。

２　森の木々たちとともに

森という生態系の中で，様々な生き物たちが各々

の生態系をもって生かされております。森では，昆

虫，動物，草花，樹木が，生存と死滅を繰り返し，

その働きで森は再び持続可能な資源エネルギーを貰

い，森を育てて来たのでしょう。

しかし，人間が造林による森づくりを始めてから，

木々たちの苦しみが始まったのではないかと考える

のです。人間が，自分たちだけに必要な木を選び，

経済林中心の大面積拡大造林を行った結果，その森

を構成していた樹種は全て伐られ，１０年くらい続け

られる下刈り作業によって，広葉樹は萌芽さえもで

きないのです。遠くから望むと緑豊かな森も，近づ

いてよく見ると，同じ時期に植えられた単純林，さ

らに，約４０年前からは，育種技術で選抜された精英

樹の種子から生まれたエリート系統の木々たちで

す。このエリートの種苗たちも気候風土の異なる森

の中では，充分に特性を出せずに終わったものもか

なり多くあったと思われます。

当時，私どもは拡大造林の方針から雑木を伐り，

秋田スギの苗木を懸命に植え，その後下刈りなど森

林施業を行ってきましたが，生長の遅いもの，雪に

弱いもの，根曲がりが大きいもの，太い枝が発生す

るもの，若いうちから種子が出来るものなど，その

木々の持つ様々な特性が現れるようになりました。

現れた時はもう手遅れで，性質の悪い木を伐って再

び植えなおすこともできず，育種に対して無知だっ

たことを強く知らされたのです。

台風１９号被害が大きかった林のスギたちは，同一

系統に近い樹皮や根張り，枝付きなどであったので

す。特に良く手入れを行った林ほど同じ系統のもの

が残り，何かが起こった場合一斉に被害を受けるの

です。その他にもいろいろの要因があるでしょうが，

この台風が，造林地だけを大切にせず，造林地を支

えている広葉樹林などへも目を向けて共に育てるよ

うにと，教えてくれたように思っています。

３　森林経営と一般国民が求める森

森の声を聞きながら木を植え，木を育て，木を伐

り，木を売って生活を続ける経営には変わりはない

のですが，なぜ森林経営にこだわるのかと問われれ

ば，私は，人工造林＝単純林オンリーの林業経営か

ら，地域性（適地適木）を最大限生かした天然の樹種

を主体に，植栽を出来るだけ少なくして共に交じり

【林業の現場から】

林業経営か森林経営かで森づくりも変わる

秋田県秋田市　佐藤 清太郎
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合った，より自然林に近い森での経営をしたいから

なのです。１９号台風後２～３年，森の中で，自らの

力で伸び始め育っている木々たちの姿に，どんなに

か励まされたのか，今思うと森の木々たちに感謝の

気持ちでいっぱいです。

そんな中，数年前から仲間と研究・実践を繰り返

してきた“秋田スギ三本巣植え環境順応造林法”を

取り入れ，自然災害にも適応できそうな強い森・に

ぎやかな森づくりへと経営方針を変えたのです。

“秋田スギ三本巣植え環境順応造林法”というの

は，造林をするとき全面地拵えをせず，光環境を考

慮した広さで広葉樹を孔状に整理伐し，その孔に三

本の苗木を三角形（植栽間隔１�２ｍ程度）に植える方

法です。ヘクタール当たり７００の三角形の巣ができ，

２�１００本植えとなるものです。一斉造林に比べ，初期

成長は厳しいのですが，周囲の広葉樹に助けられな

がら，力強く生育しております。 （写真を参照）

また，この森には様々な樹種が生育しており，実

の生（な）る木や山菜など森の恵みも多いほか，多く

の生き物が見られることから，森を持たない一般の

方々や子供たちなど年間１�５００名も訪れます。この森

を活動拠点としている，「秋田森の会・風のハーモ

ニー」では，森が子供たちを育てる森の保育園や，

人々の心を癒してくれる森林療法が楽しめる森づく

り活動を実践しているところです。

しかし，自然に近い森の中では，常に危険もあり

ます。ウルシかぶれやヘビ・蜂，熊などの生き物た

ちとも共生できる森づくりが，これからの課題であ

ろうと思っております。

４　林木育種へのお願い

木の誕生は，一粒の種子が地面に落ちたところか

ら始まり，厳しい自然条件を克服したものだけが生

き残るのですが，これまでの造林技術や林木育種研

究の進展によって，人間に役立つ森が手早く造れる

ようになりました。

しかし，これからは木材生産主体の森づくりだけ

ではなく，私たちの心を癒してくれる鎮守の森や，

生活環境を守ってくれる砂防林や防風林にも関心を

持つべきと思っております。

私は，これからの持続可能な森林経営の中では，

林業経営を中心とするか森林経営を中心とするかに

よって，植える木，育てていく木の選択も多種多様

になると考えております。林業経営を主体とした森

づくりは，消費者が嗜好する樹種を植栽し，適切な

森林施業を実施し，良質な木材生産を目標としてい

かなければなりません。そのためには，①成長量や

形質の優れた精英樹－いわば樹木としての精英樹－

と併せて，②材質強度に優れた品種，③材色の良い

品種といった，木材としての精英樹を創り出す育種

研究をお願いしたいと思います。

また，森林経営を主体とした森づくりでは，自然

林に近い森づくりを目指しておりますので，①病虫

害に強く，②自然災害に強く，③管理の手があまり

かからない品種が欲しいと思います。

現在の厳しい経営の中では，スギ・ヒノキ・マツ

など有用林木の伐採後の再造林はかなり困難であろ

うと考えます。森の誕生は，一粒の種子からと考え

るとき，もう一度原点に戻り，種子を森に播く方法

とこれに耐え得る樹種の選抜，対応する施業方法も

併せて研究をしていただきたいと思います。

５　おわりに

林木育種は，長期の時間を費やして研究し，現地

調査の繰り返しの中で，当初に目的とした品種を開

発しているわけですが，ようやく目的とする品種が

誕生したときには，もうその必要性が薄らいでいた

り，丹精込めて育てているうちに，自然災害や異常

気象で死滅することも多くあると思います。

一口に木といっても，考え方が様々で大変苦労の

多いお仕事と思います。森林所有者の一人として，

皆様の研究成果に大きな期待を持っておりますの

で，今後とも宜しくお願いします。

写真　スギ３本巣植えの生育状況（３年生）
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１　はじめに
　近年，ヒバは青森県の民有林において，スギ材の
価格低迷，ヒバ造林の普及，公共事業などによる複
層林樹下植栽用として，造林面積が増加しており，
平成１５年度は約３７万１千本の苗木が植栽されていま
す。この数字は，ここ１０数年増加傾向にあります（図
－１）。また，県内の平成１５年度の主要造林樹種にお
いて，スギの５５万５千本に次ぎ，第２位であり，植
栽実績の約３２％をヒバが占めています（図－２）。

　現在植栽されている苗木の種類は，伐採木から入
手した種子から育成した実生苗がほぼ１００％であり
ます。しかし，ヒバの種子は豊凶の年変動が大きく，
４～５年に一度しか豊作が見込めません。ここ９年
間の観察では，平成７，１５年が豊作で，１０年が並上
作，９年が並作，１２年が並下作，８，１１，１３，１４年が
凶作でありました。ヒバ苗木は山出しまで５年間を
要し，毎年計画的に苗木生産をするために，苗木生
産者から，スギやクロマツの育種種子と同様に，ヒ
バ種子の安定供給が強く望まれてきました。
　また，当場で，スギとヒバ１２年生の列状混植地を
調査した結果（未発表），スギに比較し，成長のバラ
ツキが大きく（平均樹高±標準偏差：２９５㎝�±１２１㎝，
最大５７９㎝，最小５０㎝），下刈り・枝打ち等の保育作
業が，長期間を要することが分かりました。ヒバの
樹種特性の可能性も否めませんが，育種種子からの
苗木による植栽で，成長のバラツキを小さくする必

要性を認識していました。
　以上のような，ヒバの種子生産を取り巻く状況の
なか，平成１１年度から準備にかかり，平成１５年に精
英樹等からなるヒバのミニチュア採種園を造成しま
したので，その概要と，それと平行して行ってきた，
ヒバ試験用ミニチュア採種園（平成４年造成）におけ
る，ジベレリン処理による着花の状況を紹介します。

２　ヒバミニチュア採種園の造成

　平成１５年度に造成したヒバのミニチュア採種園
は，精英樹２７クローンと特殊個体７クローンの合わ
せて３４クローン，４４０本から構成される０.１��の規模
であり（写真－１，表－１），クローン配置は２５型で
す。植栽間隔は，１ｍ間隔で造成した試験用ミニチュ
ア採種園（写真－２）の枝の状況を考慮し，１.５ｍ×
１.５ｍです。

青森県におけるヒバのミニチュア採種園の造成

青森県農林総合研究センター林業試験場 育林環境部　田中　功二

【育種トピックス】

図－２　平成１５年度主要樹種植栽本数

写真－１　平成１５年度造成ミニチュア採種園

写真－２　試験用ミニチュア採種園

図－１　ヒバ植栽本数の推移
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　植栽した苗木は，林木育種センター東北育種場に
設置されているヒバ育種素材保存園から穂木の分譲
を受け，さし木増殖したものです。育種素材保存園
のヒバもさし木苗からのもので，かなり高齢なヒバ
であると考えられ，クローンにより発根率が５％か
ら９５％程度と大きく差があり，採種園に用いた苗木
数も各クローンで大きな異なりました。植栽年の秋
の調査では，４４０本中４３２本生存しており，植栽時の
平均苗高３３.２㎝ の苗が，３６.２㎝ に成長していまし
た。１６年度は，苗木不足のため１９クローン，２１０本，
０.０５��で，９型の採種園を造成しました。
　これらの採種園からの種子採取が可能な時期は，
いまのところ未定ですが，採種木が１ｍ程度に成長
した段階で，ジベレリン処理を考えています。
　また，今後の穂木確保のために，採穂園の造成も
考えましたが，苗木不足により造成が困難であるこ
とから，これらのミニチュア採種園を採穂園の兼用
として利用をしていくことを予定しています。

３　ジベレリン処理による着花促進効果
　平成１４年度７月中旬，試験用ミニチュア採種園の
採種木を，１.２ｍ，１.５ｍ，１.８ｍの位置で断幹し，濃度
３００���のジベレリン水溶液を，採種木１本当たり約

３００��葉面散布しました。その結果，１５年度秋には
球果の採取が可能となり，採種木１本当たりの種子
量は，１.２ｍ高のもので平均６.４ｇ，１.５ｍ高のもので
平均１５.５ｇ，１.８高のもので平均１０.７ｇでした。１ｇ当
たりの粒数は平均１９４粒で，発芽率は，水選しないま
までも，同年伐採木から採取され，水選した種子と
比較しても，同等以上の良好な種子でした（図－３）。

　また，先ほどから述べてきましたが，苗木不足の
ため，なかなか新規造成が進まないことから，スギ
採種園で実施している３年サイクルでの種子生産
を，ヒバのミニチュア採種園では，種子の連年生産
が可能かどうか検討しました。平成１４年度と同様
に，１５年度も同じ採種木にジベレリン処理を行いま
した。その結果，１５年秋には，花芽の形成が認めら
れ，１６年８月には，球果の肥大を確認しています（写
真－３）。また，１６年７月中旬にも同じ採種木にジベ
レリン処理を行っていますが，現在，花芽の形成が
確認されており，３年連続での種子生産の可能性が
示唆されました。

４　おわりに
　ヒバのミニチュア採種園の造成は，まだ始まった
ばかりですが，今後，県内の必要量の生産を目標に
仕事を進めて行きたいと考えています。また，ヒバ
の地域性を考慮し，下北，津軽両半島産クローン別
の採種園の造成も計画しており，現在，東北森林管
理署青森事務所並びに東北育種場の協力を得て，新
たな育種素材として優良樹の選抜・増殖を進めてい
る状況にあり，今後とも関係各位の御指導を仰ぎな
がら，林木育種事業の推進に努めて参りたいと考え
ております。

写真－３　平成１５年度ジベレリン処理による
球果着生（平成１６年８月撮影）

図－３　平成１５年産種子の発芽率

表－１　ヒバミニチュア採種園構成クローン

さし木時期植付け本数精英樹名№

Ｈ１１２１青森１号１
〃１０青森２号２
〃１２今別１５号３
〃１２今別１７号４
〃４今別１８号５
〃４今別１９号６
〃１３市浦１号７
〃２１大間１３号８
〃１７大間１４号９
〃１９大畑３号１０
〃１６大畑４号１１
〃１７大畑５号１２
〃９大畑１０１号１３
〃２０大畑１０２号１４
〃１８大畑１０３号１５
〃５大畑１０４号１６
〃２０大畑１０５号１７
〃７大畑１０６号１８
Ｈ１１７大畑１０７号１９
〃１９大畑１０８号２０
〃１５大畑１０９号２１
〃１大畑１１０号２２
〃１７大畑１１１号２３
〃３横浜１０１号２４
Ｈ１３１５川井１０１号２５
〃１７川井１０２号２６
〃１６川井１０３号２７
〃１０増川特５０１号２８
〃１１増川特５０２号２９
〃１８増川特５０４号３０
〃１４今別特１号３１
〃１０今別特２号３２
〃１３今別特３号３３
〃９むつ特２号３４

２４５計
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【育種トピックス】

１　はじめに
　昭和５０年に宮城県で初めて松くい虫被害が確認さ
れて以来，被害量は平成８年度をピークに減少傾向
にあるものの，発生地域は拡大し，現在では県内の
ほぼ全域で被害が確認されています。赤く立ち枯れ
たマツは遠くからも目につき，地域のシンボル的な
マツ林にも被害が及んでいることから，対策を望む
県民の要請も多く寄せられています。こうした中，
県では薬剤散布や伐倒駆除等各種の松くい虫防除事
業に取り組んでいるところですが，なお被害の拡大
には注意が必要な状況にあります（写真－１）。

２　ザイセンチュウ抵抗性品種の開発
　当場では平成４年度から国庫補助事業により抵抗
性マツの開発がスタートし，平成１４年度からは県単
独予算による研究に引き継がれています。現在までの
研究成果として，抵抗性二次検定合格木がアカマツ１
個体・クロマツ６個体が開発されています（図－１）。

　今後の研究目標としては，従来からの候補木を無
性繁殖により増殖する方法と，交雑による種子生産
からなる有性繁殖による方法の２通りで抵抗性品種
を開発する予定です（図－２）。

３　クロマツ抵抗性採種園の設置
　当場では抵抗性採種園をアカマツは平成１１年度，
クロマツは平成１５年度に造成しました（写真－２）。
　採種園は抵抗性をもつ様々な系統で構成されてお
り，それら同士の交配による抵抗性遺伝子の集積が
期待されます。クロマツ抵抗性採種園は基本型を９
型とし構成クローンは１８系統１３８本で構成されてい
ます。その中には花粉樹としてクロマツ波方７３号（選
抜地：愛媛県）を配置しました。クロマツ波方７３号
の導入は，他の地域から選抜された抵抗性クローン
が混植されることから，抵抗性の発現が異なる抵抗
性遺伝子を組み込んだ交雑を行って，抵抗性の安定
維持を図るためのものです。今後，二次検定の結果
によっては，採種園を構成するクローンをより優れ
たクローンに入れ替えすることも視野にいれてお
り，次第に改良を加えながら優良な種苗生産を進め
ていきます。

宮城県のザイセンチュウ抵抗性育種の進展
――宮城県産クロマツ６品種が抵抗性品種に決定――

宮城県林業試験場　研究開発部　伊藤　俊一

抵抗性マツ 
開発スタート 

抵抗性 
採種園の造成 

Ｆ1苗の誕生 
二次検定合格木 
の誕生 

一次検定 
合格木の誕生 

平成４年度 平成８年度 平成15年度 

平成14年度 

図－１　抵抗性マツ開発の経緯

写真－１　被害地の様子（宮城県　金華山）

写真－２　クロマツ抵抗性採種園

図－２　抵抗性個体創出の目標
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４　無性繁殖技術の確立
　接ぎ木苗の活着如何は事業の成否を左右します
が，それほど高い活着率は期待できないものでした。
選抜された候補木は高樹齢が多く，事業当初は接ぎ
木活着率が悪く，数年間にわたり検定出来ない状況
でした。低い接ぎ木活着率を改善するため，平成１３
年度から接ぎ木方法を全面的に見直した結果，活着
率を向上させることができました（図－３）。

　近年，マツノザイセンチュウに対する抵抗性を有
する苗木の需要が高まっています。現在は，実生苗
にマツノザイセンチュウを人工接種し発病しない健
全な苗木を県内へ供給していますが，経費や時間を
要し供給量も少ない状況です。この方法で抵抗性マ
ツを事業規模で生産するとすれば，接種検定施設等
のコストや検定技術等の問題がありますが，抵抗性
マツを挿し木で増殖し，クローンの特性を生かすこ
とで，接種検定しないで造林することができます。
現在実用化試験を進めており，近い将来普及できる
こととなるでしょう（写真－３）。

５　抵抗性マツの普及
　現在当場では，人工交配等により得られた実生３
年生苗にザイセンチュウを接種し発病しないことを
確認したものを無償で提供しております。平成１４・１５
年度には約１,８００本を提供しました（図－４）。

　本格的な生産体制までは，あと数年を要しますが，
着々と準備は整いつつあります。
　需要動向について用途別にみると，アカマツは保
安林改良等の治山事業に多く，クロマツは海岸の防
風，防潮あるいは公園，街路樹といったものにその
多くが利用されており，大部分が公共用となってお
ります。

６　おわりに
　今年度，（独）林木育種センターの新品種開発委員
会において当試験場が開発したクロマツ６品種が抵
抗性品種として認定されました。松くい虫の被害の
防止に大きく貢献できるものと期待しています。　
数年後にはそれらクローンから採種された種子が供
給されることになります。近年本県では沿岸部を中
心に抵抗性クロマツが植栽されており，抵抗性マツ
苗木の需要が増加の傾向にあります（写真－４）。
　いずれは抵抗性マツによる造林が始まることとな
るでしょうが，マツノザイセンチュウ抵抗性以外の
形質や環境への適応性についてはまだ解明されてい
ないため，現在採種園を構成しているクローンを対
象に成長等の諸特性または遺伝性における未知の分
野について研究中です。
　抵抗性マツのこれらの解明を進め，本県のマツ林
の再生に努めていきます。

写真－４　抵抗性マツの植栽

図－４　抵抗性苗木の普及図－３　接ぎ木活着率

写真－３　抵抗性アカマツさし木苗
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１　ヒバ優良樹選抜の目的
　最近，主に民有林において複層林施業の気運が高
まっており，樹下に植栽する樹種として，青森県内
において青森ヒバが年間約２００��造林されていま
す。平成元年から１５年までの造林面積は累計で
１�８００��を上回っています。
　平成１５年度から３箇年を目安に，青森県内を主と
した青森ヒバの造林を推進するために，東北森林管
理局・青森県・東北育種場の３機関が連携して，現
存する青森ヒバ天然林及び人工林から優良樹を選抜
することとなりました。
　それら選抜個体などを基にし，青森ヒバの品種改
良を試みることや，青森ヒバの苗木を供給できるよ
うに採種園を造成するといった，青森県の取り組み
にも供されます。

２　青森ヒバ育種上の問題点
　（１）�青森ヒバ精英樹の本数が少ない
　（２）�造林地域に対応する多様性を持った種子生産
ができない

　（３）�東北育種場内の保存状況では成育不良のク
ローンも見受けられる

　（４）�さし木不良のクローンがある
　（５）�ヒバ漏脂病の対応が必要となっている

３　対策
　（１） ヒバ優良樹選抜基準
　　①ヒバ林分の上層部を形成し，成長が良好なこ

と周囲の個体と比べ，樹勢が旺盛なこと
　　②通直性が高いこと，幹に欠点がないこと
　　③材面に腐朽を及ぼす枯れ枝がないこと
　　④漏脂病やスギカミキリなどの被害がないこと
　　以上の点などを審査して優良樹を決定します。
　（２） ヒバ優良樹の選抜計画
　　　青森県を３地域に分割し，それぞれの地域か
ら既選抜精英樹を含めて３０本の優良樹を選抜し
ます（表－１・図－１）。　　

　（３） ヒバミニチュア採種園の造成
　　　選抜した優良樹を基に，ヒバミニチュア採種園
を造成し，種子生産および優良種苗を普及します。

４.　優良樹選抜の進め方
　（１）�優良樹選抜マップ作成
　　　（前年度末作成・図－１）
　（２）�ヒバ優良樹選抜計画
　　　（前年度審査決定会議にて決定）
　（３）�予備選抜のための目慣らし調査
　　　（当年度春期，３機関合同）
　（４）�予備選抜調査
　　　（東北森林管理局・関係森林管理署）
　（５）�優良樹候補木の現地審査
　　　（当年度秋期，東北育種場・青森県）
　（６）�優良樹の審査決定会議開催
　　　（当年度末，３機関合同）
　（７）�採穂・増殖
　　　（翌年度春期，東北育種場，県林業試験場）

平成１５年度のヒバ優良樹の選抜経過と取り組み状況

東北育種場育種課　平野　晶一

表－１　青森ヒバの平成１５年度選抜結果と
　　　　平成１６・１７年度選抜計画 （個体数）

合計H１７
予定

H１６
予定

H１５
実行

精英樹
既本数地　域

３０（１０）�７（２）１８（�７）４���１（�１）津軽地域

３０（１０）�６（２）�６（�２）１８（�６）下北地域

３０（１０）１０（１）�２（�２）１２（１）�６（�６）
青森・
三八上北

９０（３０）２３（５）２６（１１）１６（１）２５（１３）合　　計

※（　）内は人工林選抜個体で内書き

写真－１　三八上北１０１号の現地審査（H１５秋期）
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４　平成１５年度優良樹審査決定木からの採穂・増殖進捗状況
　平成１５年度に決定された優良樹から，さし木増殖するため，雪解け後の早期に採穂を行いました。平成１６年
５月末現在，１６本中１５本から採穂を行い，さし付けしました（写真－２～６）。

図－１　ヒバ優良樹選抜・候補木マップ（平成１５年度分）

凡　　　例

既選抜精英樹（１０１番以
降は天然林）

黒字

平成１５年度予備選抜優
良樹候補

赤字

平成１６，１７年度優良樹
選抜予定（天＋人）

青字

選抜地域境界青線

写真－４　１５ｍ測竿の先端に鎌刃を
取付け加工した測竿鎌による採穂作
業です。

写真－３　右側では釣り竿を構え，
リールの操作を行います。

写真－２　釣り糸を付けたボーガン
の矢を飛ばして枝に掛け，ロープに
取り付けたチェ－ンソーの刃を挽く
ことで，枝を落とす方法

写真－５　現場で落とした枝から，あら穂作りを
し，青森県及び育種場に送付します。

写真－６　あら穂から，さし穂を作り，さし付けしま
した。写真のように１家系毎にさし付けします。
（青森１１０号）
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１　育種素材の選抜

　平成１５年度の育種素材の選抜は，精英樹選抜がヒ

バ１６本，マツノザイセンチュウ抵抗性候補木がアカ

マツ５本，クロマツ５３本，優良形質等がブナ６本，ケ

ヤキ２２本，その他Ｌ３１本の計１３３本でした。また，新

品種開発委員会でマツノザイセンチュウ抵抗性品種

アカマツ１６本が決定されました。

　広葉樹優良形質木育種及び多様な優良品種育成推

進事業では，下記のように合計４１８本が選抜されてい

ます。今後は，ブナ，ケヤキ以外の選抜も進めなが

ら，モデル採種園の造成が検討されています。

２　検定林の設定と調査

　検定林の造成は，２箇所・０.６３��でした。定期調査

は，次代検定林で３２箇所・４３�８９��，雪害抵抗性で５

箇所・８�００��，試植で１箇所・１�３７��，また，臨時調

査は雪害抵抗性で１箇所・１�６５��が実施されました。

　東北地区協議会で「検定林の技術マニュアル」及

び「次代検定林の間伐指針」が決定されたことから，

検定林の高年次化への対応，調査精度の向上，業務

の効率化への取り組みが行われています。

３　採種（穂）園の造成と管理

　採種（穂）園の現況は，採種園が１１０箇所・２３７�６１��，

採穂園で３５箇所・２８�５１��となっています。

　採種園のうち，ミニチュア採種園は，最新の育種

成果をもとに優良品種を構成クローンとしてこれま

でに１９箇所・３�９９��が造成され，新品種の早期普及に

資されています。また，マツノザイセンチュウ抵抗

性暫定採種園は，アカマツで５箇所・２�８５��，クロ

マツで１箇所・０�１６��と造成が進められています。マ

ツノザイセンチュウ抵抗性については，新たな新品

種が開発され，採種園の造成・導入が期待されます。

４　育種素材の生産と普及

　育種種子の生産は７５７��で，育種山行苗木は８，４５０

千本となっており，全生産量に占める割合はそれぞ

れ９９％，７７％となっています。特にスギでは昭和６１

年度以降１００％を継続しています。また，主要樹種

（スギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツ，カラマツ）で

みてみると（図－１），全山行苗に対する育種山行苗

の生産量の割合は平成１５年度で減少しましたが，

９０％以上となっています。

　全造林面積は引き続き減少傾向にありますが，平

成１４，１５年度は３，０００��前後で推移しています。造林

面積が減少するなか，新品種をはじめ育種山行苗な

どのより質の良い苗，造林者のニーズにあった苗を

引き続き供給していく必要があります。

（東北育種場�連絡調整課　小野　雅子）

平成１５年度　林木育種事業実施状況報告

【報告】

表－１　広葉樹の選抜状況（平成１５年度末）

計優良品種
※３

優良形
質木※２

精英樹
※１樹　種

１１４ ４３ ２０５１ブ　ナ

１７６ ８４ ９２ケヤキ

 １８ １８ク　リ

 １３ １３ハリギリ

 １８ １８イヌエンジュ

 ３４ ３４ミズキ

 ４５ ４５その他

４１８２５５１１２５１基本区計

※１：精英樹選抜育種事業
※２：広葉樹優良形質木育種事業（林木育種センター）
※３：多様な優良品種育成推進事業（関係各県）

　東北育種基本区における林木育種事業の取り組みは，森林管理局・県・東北育種場の各機関が連携を図りな
がら精力的に行われています。平成１５年度の実施状況を紹介します。

図－１　東北育種基本区の育種山行苗と造林面積の推移
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　平成１６年７月２２日，２３日に東北育種基本区等の各
機関が出席し，平成１６年度林木育種推進東北地区協
議会が開催されました。室内協議は青森県青森市
（東北森林管理局青森事務所），現地検討会は青森県
青森市及び蓬田村（青森森林管理署管内）で行われま
した。
　概要は以下のとおりです。

１　林木育種事業の推進について

（１）新品種の開発

　平成１５年度に行ったカラマツ次代検定林１０年次の
成長形質評価を公表しました。また，宮城県，秋田
県，山形県がスギ次代検定林の間伐材を用いて行っ
た材質調査結果の一部を取りまとめ，その概略を公
表しました。
　平成１５年度技術部会で提案があった「検定林技術
マニュアル（案）」及び「次代検定林間伐指針（案）」
は，各機関からの意見を踏まえ，再度協議が行われ
て決定され，後日，印刷物として発行することにな
りました。
　病虫害抵抗性品種の開発では，マツノザイセン
チュウ抵抗性品種が新品種開発委員会で決定され，
これまでに併せてアカマツ２３品種，クロマツ６品種
（福島県を含む。）が開発されました。まだ開発数も少
ないことから各機関が連携・協力し，さらに選抜・
検定を進めていきます。
　広葉樹優良形質品種の開発については，ブナとケ
ヤキは選抜本数の蓄積により，今年度の技術部会で
モデル採種園造成の検討に着手することとしました。
　花粉症対策については，新品種の活用と今後の開
発について各機関の取り組みが紹介されました。

（２）原種の配布及び採種（穂）園の造成・改良・管理

　採種（穂）園の造成・改良に伴う課題及び取り組み
については，ミニチュア採種園の造成について重機
使用に対する課題が新潟県から状況説明がありました。
　育種成果の普及では，青森県からミニチュア採種
園の更新状況，岩手県からマツノザイセンチュウ抵
抗性品種の採種園から生産される種子の抵抗性の研
究，宮城県から地域区分による育種成果の活用につ
いて紹介されました。
　林木育種事業の推進方策では，東北育種場からヒ
バ優良樹の選抜及び「出羽の雪」の導入・成育状況
調査を関係機関で連携した取り組み状況の報告があ
りました。

２　提案・要望事項について

　各機関から講習・指導，補助事業等について出さ
れ，林野庁，東北育種場から回答がありました。

３　その他

　技術部会付託提案事項として，広葉樹（優良個体）
植栽実験林の管理方法について提案され，昨年提案
された「広葉樹の着花促進技術の確立について」と
ともに広葉樹問題の一環として検討を進めることと
しました。

４　現地検討会

　青森森林管理署管内において，間伐後の一般次代
検定林及びヒバ優良樹選抜（人工林）選抜箇所で現地
視察のうえ意見交換が行われました。

（東北育種場�連絡調整課　小野　雅子）

平成１６年度　林木育種推進東北地区協議会

【報告】

写真－１　室内協議

写真－２　現地検討会
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マ
ツノザイセンチュウ抵抗性品種とは，マツノザ

イセンチュウに抵抗性を持つアカマツ，クロマ

ツの系統を呼びます。この系統はどのように開発さ

れるのでしょうか？

第
一のステップはマツ枯れ激害地で生き残った

個体から，穂木や種子を採取することです。次

にこれら抵抗性候補木をつぎ木などで増殖し，接種

検定に十分な量の苗木を確保します（図－１，写真

－１）。

こ
うして育てた苗木にザイセンチュウを接種し

ます。すると枯死する系統と健全率の高い系統

が見られます（写真－２）。この接種検定を２回行っ

て，良い成績を示した系統がマツノザイセンチュウ

抵抗性品種と認定されます。

東
北育種場では東北地方各県と連携して現在ま

でに抵抗性アカマツ２３品種，クロマツ６品種を

開発しました。今後さらに，マツノザイセンチュウ

に負けない抵抗性アカマツ，抵抗性クロマツの開発

に向かって努力していきます。

（東北育種場　育種課　宗原　慶恵）

　 ミ ニ 林 木 育 種 事 典

マツノザイセンチュウていこうせいひんしゅ
【マツノザイセンチュウ抵抗性品種】

マツノザイセンチュウに対して抵抗性を持つ
アカマツ，クロマツの系統名

写真－１ 増殖した抵抗性候補木の苗木（右）

写真－２ 接種後，枯死した系統（左）と健全な系統（右）

図－１ 激害地からの抵抗性候補木選抜（右）

　

　この調査マニュアルと間伐
指針は，これまで地区協議会等
で検討されたものを１つの冊
子にまとめたものです。
　検定林の調査マニュアルに
は，高年次調査や経費面なども
考慮し，調査精度の確保と効率
的な調査の方法をまとめたも
のです。また，次代検定林の間
伐指針には，検定林の間伐箇所

の増加と高年次化などの状況から，系統・個体の成長や

質的形質の把握のために，現実的な検定林の間伐が行う
ことができるよう改訂したものです。
　この冊子は，東北育種基本区の調査関係者の方々に配
布いたしますので，今後の検定林業務に十分な活用をお
願いします。
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